
B.Rでキノコ菌糸を培養しません
か？
「菌糸培養用バイオリアクター（Mycelium Bioreactor）」によるキ
ノコ菌糸の培養法

菌糸培養用バイオリアクターでキノコ菌糸は培養出来るか？
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結論

キノコ菌糸は光合成をしないため、

光 → 不要（むしろ暗所が好ましい）

CO₂供給 → 不要

酸素供給 → 必要

栄養源 → 必要 となります。

「光バイオリアクター(PBR)」ではなく「菌糸培養用バイオリアクター（Mycelium
Bioreactor）」

で培養します。

培養できるキノコ

液体培養に向く種類

シイタケ

エノキ

ヒラタケ

マイタケ

ヤマブシタケ

マツタケ菌

白いキクラゲ

白キクラゲ など

非常に高速増殖します。

環境調整要素

温度制御

pH計測

DO計測

撹拌

滅菌

エアレーション

のみを使用　光源は不要です。

B.Rでキノコ菌糸を培養しませんか？ 2



システムイメージ

滅菌培地

↓

PBRタンク

↓

エア供給(O₂)

↓

菌糸増殖

↓

菌糸回収

培養速度

例：ヒラタケ

🍄 初期接種
↓

3～5日
↓

菌糸量10～20倍
↓

回収

液体培養では非常に速く増殖します。

白いキクラゲの菌糸培養も、できます。

菌糸増殖工程

S0～S2相当

温度 24～27℃

pH 5.5～6.5

DO 30%以上
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暗所　で液体培養

菌糸量を増やした後、菌床へ接種すると培養期間短縮が期待できます。

応用

Tiny WEBPLC / Atlas Scientific　構成を使うと、MycoNova Bioreactor として

pH

DO

ORP

温度

EC

を監視しながらAI菌糸培養 が可能になります。

白いキクラゲ

白キクラゲ

松太郎

マツタケ菌の事業構想と非常に相性が良いです。

特に

「キクラゲ栽培室から発生するCO₂を微細藻類PBRへ供給し、そのPBR設備を培養
終了後は菌糸増殖用バイオリアクターとして兼用する」という構成では

1台の設備で

微細藻類培養

キノコ菌糸培養

の両方を行えるため、設備投資効率が高くなります。
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